
特別展 やまと絵 受け継がれる王朝の美 

東京国立博物館(上野公園) 23.10.11～12.03 

 

 「やまと絵」とは、中国に由来する唐絵や漢画と

いった外来美術の理念や技法との交渉を繰り返し、

独自の発展を遂げてきた芸術で、四季の移ろい、月

ごとの行事、花鳥・山水や様々な物語など、あらゆ

るテーマが描かれてきた。 

 本展は千年を超す歳月のなか、王朝美の精華を継

ぎながらも、常に革新的であり続けきた「やまと

絵」を、平安時代から室町時代の優品を精選して、

「日本美術の教科書」と呼ぶに相応しい豪華な作品

の数々により、壮大で華麗な歴史を総覧し振り返る

企画である。 

《山水屏風》 国宝 

現存する最古のやまと絵 鎌倉時代・

13 世紀 京都・神護寺蔵 

 遠くから見れば穏やかでありながら

雄大な山並みが広がり、近くで見れば

貴族や庶民の暮らしが細やかに描かれ

ている。 

 

 


